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夢
追
う
島
に
差
し
込
む
光

　
東
の
空
に
、
雲
の
切
れ
目
か
ら
顔
を
出
し
た
太
陽
が
、
合
併

か
ら
10
年
を
迎
え
る
長
島
に
明
る
い
光
を
差
し
込
み
ま
し
た
。



さ
ら
に
飛
躍
・
発
展
す
る
長
島
に

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
明
る
く
希
望
に
満
ち
た
新

春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
町
政
の
推
進
に
対
し
ま
し

て
は
、
深
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
い

た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

合
併
10
年
、
節
目
の
年

　

平
成
27
年
、
長
島
町
は
両
町
合
併

か
ら
10
年
目
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
ま

で
住
民
一
丸
と
な
っ
て
実
践
し
て
き

た
、
町
づ
く
り
の
成
果
が
結
集
さ
れ

る
節
目
の
年
と
な
り
ま
す
。

　

合
併
を
記
念
し
た
行
事
や
、
ス

ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん

の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
さ
ら
な
る

飛
躍
の
年
と
な
る
よ
う
願
っ
て
お
り

ま
す
。

　

10
月
に
は
県
主
催
に
よ
る
「
第

長
島
町
長

川
添　

健

30
回
国
民
文
化
祭
か
ご
し
ま

２
０
１
５
」
が
開
催
さ
れ
、
全
国
か

ら
２
０
０
万
人
が
来
鹿
す
る
と
見
込

ま
れ
ま
す
。
本
町
は
、
な
が
し
ま
造

形
美
術
展
や
古
墳
祭
り
、
秋
の
花

フ
ェ
ス
タ
で
、
全
国
に
情
報
発
信
す

る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

活
力
あ
る
ま
ち
、
活
力
あ
る
地
域

　

11
月
か
ら
は
、
夢
追
い
長
島
元
気

発
電
所
の
売
電
収
入
が
見
込
ま
れ
、

い
よ
い
よ
各
集
落
へ
の
活
性
化
交
付

金
の
支
給
が
始
ま
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
農
業
者
も
漁
業
者

も
元
気
が
あ
り
、
そ
し
て
町
を
支
え

る
集
落
ま
で
も
元
気
な
地
域
が
で
き

る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
は
国
が
進
め
る
「
地
方
創

生
」
の
元
年
で
す
。
国
の
定
め
た
総

合
戦
略
を
受
け
、
長
島
町
版
総
合
戦

略
を
策
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

知
恵
と
工
夫
を
凝
ら
し
「
夢
と
活
力

が
あ
っ
て
福
祉
の
充
実
し
た
、
住
民

一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
す
る
長
島
づ

く
り
」
を
さ
ら
に
進
め
る
た
め
、
町

民
各
位
の
ご
協
力
が
必
要
で
あ
り
ま

す
。

山
積
す
る
課
題
に
対
応

　

一
方
、
合
併
後
の
懸
案
事
項
も
山

積
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
小
中
学
校
統
合
・
再
編

で
あ
り
ま
す
。
町
教
育
委
員
会
で
、

理
想
的
な
教
育
像
を
町
民
の
皆
さ
ま

に
理
解
を
い
た
だ
く
よ
う
、
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
町
民
総
合
運
動
公
園
の
整

備
で
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
健

全
育
成
や
社
会
教
育
の
一
環
と
し

て
、
町
民
が
集
え
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
場
な
ど
、
多
目
的
施
設
と
し

て
利
用
で
き
る
よ
う
、
内
容
の
充
実

を
図
り
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
安
心
・
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
の
防
災
対
策
や
少
子
高
齢

化
対
策
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に

対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

産
業
と
観
光
の
振
興

　

出
水
地
域
の
状
況
に
つ
い
て
は
、

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
が
平
成
26

年
か
ら
平
成
29
年
の
間
に
阿
久
根
～

出
水
間
が
整
備
さ
れ
、
加
え
て
、
阿

久
根
～
川
内
間
の
事
業
採
択
も
見
込

ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
鹿
児
島
空
港
と
北
薩
地
域

を
結
ぶ
北
薩
横
断
道
路
に
つ
き
ま
し

て
は
、
南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
阿

久
根
北
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
接
続

点
と
し
て
、
今
後
の
整
備
促
進
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
島
原
・
天
草
・
長
島
三
県

架
橋
や
獅
子
島
架
橋
の
実
現
に
も
、

引
き
続
き
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

産
業
に
つ
い
て
で
す
が
、
漁
業
面

で
は
、
養
殖
業
に
一
定
の
め
ど
は
つ

い
た
も
の
の
漁
船
漁
業
の
振
興
は
も

と
よ
り
、
農
業
面
で
バ
レ
イ
シ
ョ
作

振
興
に
価
格
補
償
制
度
設
計
が
必
要

で
あ
り
ま
す
。

　

観
光
面
で
は
、
交
流
人
口
を
増
や

す
イ
ベ
ン
ト
や
施
設
整
備
を
図
る
と

と
も
に
、
景
観
と
雇
用
の
創
出
に
、

新
し
い
公
共
事
業
と
し
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
も
、
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
町
民
の
皆
さ
ま

の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上

げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。
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町
民
に
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し

長
島
町
議
会
議
長

児
島　

薩
男

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
輝
か
し
い
新
春
を
健
や
か
に
お

迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
町
議
会
の
運
営
に
深

い
ご
理
解
と
多
大
な
る
ご
指
導
・
ご

協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

昨
年
は
、
円
高
の
是
正
、
デ
フ
レ

脱
却
に
明
る
い
兆
し
が
見
え
て
き
た

中
、
消
費
税
率
の
５
％
か
ら
８
％
へ

の
引
き
上
げ
に
よ
り
、
私
た
ち
地
方

に
お
い
て
は
、
不
景
気
感
が
拭
え
な

い
と
い
う
印
象
の
１
年
で
し
た
。

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
を
掲
げ
活
動
し
て

き
た
阿
倍
内
閣
に
あ
っ
て
、
首
相
は

消
費
税
率
10
％
へ
の
引
き
上
げ
を
先

送
り
し
、
衆
議
院
を
解
散
。
年
の
瀬

の
迫
っ
た
12
月
14
日
に
衆
議
院
議
員

総
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
選
挙
結

果
は
、
自
公
与
党
が
圧
勝
し
た
と
は

言
え
、
与
野
党
の
「
対
立
軸
」
と
は

な
ら
ず
、「
政
権
選
択
」
の
意
味
合

い
が
な
く
な
っ
た
こ
と
で
、
有
権
者

の
選
挙
へ
の
関
心
は
低
く
、
戦
後
最

低
の
投
票
率
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
首
相
は
「
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
の
成
功
を
確
か
な
も
の
と

し
て
い
く
の
が
最
大
の
課
題
だ
」
と

強
調
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
地
方

創
生
等
を
軸
と
し
た
経
済
対
策
、
雇

用
・
人
口
減
少
対
策
、新
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
な
ど
、
日
本
の
現
状
や
将
来
を

考
え
た
政
策
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
展

開
さ
れ
る
こ
と
に
期
待
し
た
い
も
の

で
あ
り
ま
す
。

　

長
島
町
に
お
き
ま
し
て
は
、昨
年
、

お
さ
か
な
祭
り
が
過
去
最
多
の
来
場

者
を
数
え
、
夢
追
い
長
島
花
フ
ェ
ス

タ
や
焼
酎
ま
つ
り
、
各
種
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
大
会
な
ど
、
多
彩
な
催
し
で
賑

わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

　

今
後
を
見
据
え
ま
す
と
、
本
年
４

月
に
は
本
浦
小
学
校
が
鷹
巣
小
学
校

と
統
合
さ
れ
、
長
島
本
島
地
区
の
学

校
統
廃
合
に
向
け
た
検
討
も
続
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
総
合
運
動
公

園
や
大
型
宿
泊
施
設
、
消
防
分
遣
所

の
整
備
な
ど
、
大
き
な
予
算
を
伴
う

懸
案
事
項
も
山
積
し
て
い
ま
す
。

　

町
議
会
と
し
ま
し
て
は
、
昨
年
４

月
か
ら
定
数
を
２
削
減
し
た
の
を
は

じ
め
、
議
会
定
例
会
に
お
け
る
一
般

質
問
を
一
問
一
答
方
式
に
改
め
、
委

員
会
の
代
表
質
問
も
取
り
入
れ
ま
し

た
。
町
民
と
議
会
の
意
見
交
換
会
や

議
会
日
程
を
記
し
た
ポ
ス
タ
ー
の
掲

示
、
傍
聴
者
ア
ン
ケ
ー
ト
も
実
施
す

る
な
ど
、
開
か
れ
た
議
会
を
目
指

し
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
分
か
り
や
す

く
情
報
を
お
伝
え
で
き
る
よ
う
取
り

組
み
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、『
長
島

町
議
会
基
本
条
例
』
に
掲
げ
る
理
念

の
下
、議
会
活
性
化
を
図
り
な
が
ら
、

さ
ま
ざ
ま
な
町
政
課
題
の
解
決
に
向

け
、し
っ
か
り
と
し
た
議
論
を
重
ね
、

町
民
の
皆
さ
ま
の
期
待
に
応
え
る
べ

く
、
誠
心
誠
意
尽
く
し
て
ま
い
る
所

存
で
あ
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
支

援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し

て
、
今
年
も
健
や
か
で
幸
多
き
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
、

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。
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土木費 民生費 総務費 公債費 農林水産業費
歳出決算額 190,244 円 200,866 円 130,370 円 155,478 円 116,850 円

歳出決算に占める割合 19.7% 20.8% 13.5% 16.1% 12.1%
対前年度との増減額 37,360 円 3,775 円 4,195 円 24,698 円 14,621 円

教育費 衛生費 商工費 その他の経費 総額
歳出決算額 58,908 円 52,148 円 9,657 円 51,182 円 965,704 円

歳出決算に占める割合 6.1％ 5.4％ 1.0％ 5.3％
対前年度との増減額 △ 23,981 円 △ 348 円 △ 2,316 △ 13,288 円

歳 入

その他依存財源内訳（単位：千円）

地方譲与税 66,841

利子割交付金 1,300

配当割交付金 896

株式等譲渡所得割交付金 1,531

地方消費税交付金 84,651

自動車取得税交付金 10,226

地方特例交付金 1,899

交通安全対策特別交付金 1,835

計 169,179

その他自主財源内訳（単位：千円）

使用料 43,960

手数料 7,890

財産収入 84,754

寄附金 3,720

繰入金 52,569

諸収入 94,521

計 287,504

◇町税…町民の皆さんが納める税金。町民税、固定資産税、軽自動車税、町たばこ税など。
◇その他自主財源…財産収入、使用料、寄附金、手数料など、町税と同様に町が自主的に収入するお金。
◇地方交付税…国から交付されるお金。町の財政力に応じて交付される。
◇国庫支出金・県支出金…国・県から交付されるお金。
◇町債…町が大きな事業を行う時などに国や金融機関等から長期的に借り入れるお金。
◇その他依存財源…地方消費税交付金、地方譲与税、地方特例交付金など、国経由の財源で使途は制限されないお金。

町税 繰越金 分担金
及び
負担金

その他
自主財源

地方
交付税

国庫
支出金

県支出金 町債 その他
依存財源

８億 2983 万９千円（7.3％）
８億 5958 万９千円

７億 7110 万８千円（6.8％）
５億 9443 万４千円

１億 7092 万６千円（1.5％）
１億 7365 万２千円

２億 8750 万４千円（2.5％）
４億 2988 万８千円

49 億 3827 万８千円（43.5％）
48 億 9443 万３千円

８億 866 万７千円（7.1％）
７億 3975 万９千円

19 億 2127 万７千円（16.9％）
14 億 3254 万２千円

14 億 4980 万円（12.8％）
17 億 140 万円

１億 6917 万９千円（1.5％）
１億 7294 万７千円

　凡例②　※自主財源　※依存財源

　凡例①
平成 25年度決算額（総額に占める割合）
平成 24年度決算額

総額 113 億 4657 万８千円

平成 25 年度普通会計決算の町民一人当たりの決算額
町民一人当たりに使ったお金は 96 万 5704 円でした。

（金額は、普通会計（決算統計）の歳出決算額を、平成 22 年度国勢調査人口 1 万 1105 人で除したものです。）

4Nagashima town Public Relations



歳 出（性質別）

［平成 25年度決算報告］

　平成 25 年度の決算収支の状況は、歳入総額 113 億 4657 万８千円、歳出総額 107 億 2414 万３千円、
その差引は６億 2243 万５千円となり、翌年度へ繰り越すべき財源の 6409 万１千円を控除すると、
実質収支は５億 5834 万４千円となりました。

■人件費…職員の給料等、議員や委員等報酬として支出されるお金。
■公債費…町の借金を返すためのお金。
■扶助費…福祉医療費、障害者施設入所支援費等として支出されるお金。
■普通建設事業費…道路や橋りょう、港湾、学校、庁舎などの建設事業に使われたお金。
■災害復旧事業費…災害によって被害を受けた道路や畑などを復旧するために
　　　　　　　　　使われたお金。
■物件費…消費的なお金。町の事務を行うのに必要なお金や公共施設の光熱水費などのお金。
■維持補修費…公共施設の軽微な補修に使われたお金。
■補助費…各種団体等に支出される負担金、補助金、交付金などのお金。
■積立金…基金（町の貯金）へ積み立てたお金。
■投資及び出資金…信用基金協会などへ出資するためのお金。
■繰出金…特別会計などへ支出したお金。

人件費 公債費 扶助費 普通建設
事業費

災害復旧
事業費

物件費 維持
補修費

補助費 積立金 投資及び
出資金

繰出金

13 億 1215 万７千円（12.2％）
14 億 1407 万円

17 億 3024 万６千円（16.1％）
14 億 5470 万６千円

13 億 6665 万８千円（12.7％）
13 億 6185 万７千円

30 億 4363 万１千円（28.4％）
28 億 9863 万５千円

6447 万円（0.6％）
２億 409 万 3 千円

11 億 2081 万９千円（10.5％）
10 億 4729 万５千円

8363 万２千円（0.6％）
9634 万９千円

７億 921 万６千円（6.6％）
７億 4395 万４千円

５億 4663 万３千円（5.1％）
３億 775 万千円

385 万円（0.04％）
370 万円

７億 4283 万１千円（6.9％）
６億 9516 万７千円

総額 107 億 2414 万３千円

　凡例③
平成 25年度決算額（総額に占める割合）
平成 24年度決算額

　凡例④　※義務的経費　※投資的経費　※その他の経費

町の家計簿をのぞいてみよう
普通会計決算の概要

5 広報ながしま



i n f o r m a t i o n

↑表彰を受ける受賞者

平成 26 年度歯の表彰康健 源のは
　

町
で
は
、
長
島
町
健
康
づ

く
り
計
画
に
お
い
て
、
長
島

町
に
住
む
全
て
の
人
が
一
人

ひ
と
り
健
康
で
い
き
い
き
と

生
涯
を
暮
ら
す
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
口
の

中
や
歯
の
健
康
に
さ
ら
に
関

心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た

め
、
歯
の
表
彰
を
行
う
こ
と

が
位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
３
つ
の
部
門

で
合
わ
せ
て
50
名
が
、
12
月

７
日
に
開
催
さ
れ
た
長
島

フ
ェ
ス
タ
で
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。

　

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。

【
８
０
２
０
表
彰
者
】

　

80
歳
以
上
で
、
自
分
の
歯
を
20
本

以
上
持
っ
て
い
る
人

池
上
ミ
ヨ
子
さ
ん　
（
葛　

輪
）

大
平　

淑
子
さ
ん　
（
上　

揚
）

川
添　

末
登
さ
ん　
（
平
尾
中
南
）

川
原　

秀
夫
さ
ん　
（
長
生
園
）

古
田　
　

勉
さ
ん　
（
火
ノ
浦
）

村
尾　

芳
子
さ
ん　
（
上　

揚
）

【
６
歳
児
む
し
歯
ゼ
ロ
表
彰
者
】

　

就
学
時
健
診
で
、
む
し
歯
が
無

か
っ
た
６
歳
児

赤
瀬　

佳か

よ代
ち
ゃ
ん　
（
指　

江
）

井
上　

楓ふ
う
が雅

ち
ゃ
ん　
（
蔵
之
元
）

岩
塚　

一い
ぶ
き颯

ち
ゃ
ん　
（
山　

中
）　

岩
本　

晴は
る
ひ陽
ち
ゃ
ん　
（
薄　

井
）

小
川　

純
じ
ゅ
ん
ぺ
い平

ち
ゃ
ん　
（
川　

内
）

金
山　
　

詠う
た

ち
ゃ
ん　
（
山
門
野
上
）

川
畑　

蒼そ

ら空
ち
ゃ
ん　
（
脇　

崎
）

岸
森　

銀ぎ
ん
じ士

ち
ゃ
ん　
（
薄　

井
）

小
﨑　

礼れ
い
な愛

ち
ゃ
ん　
（
茅　

屋
）

坂
之
下
陽は
る
な菜

ち
ゃ
ん　
（
川
床
下
）

坂
元　

飛つ
ば
さ翔

ち
ゃ
ん　
（
浦　

底
）

島
岡　

隼は
や
と人
ち
ゃ
ん　
（
矢　

堂
）

白
濵　

花か
な
み波

ち
ゃ
ん　
（
御
所
ノ
浦
）

髙
田　

悠は
る
き希

ち
ゃ
ん　
（
田　

尻
）

田
中　
　

葵
あ
お
い

ち
ゃ
ん　
（
火
ノ
浦
）

田
ノ
上
賢け
ん
さ
く作
ち
ゃ
ん　
（
唐　

隈
）

田
ノ
上
結ゆ
い
か花

ち
ゃ
ん　
（
指　

江
）

西
崎
琥こ
た
ろ
う

大
郎
ち
ゃ
ん　
（
福
ノ
浦
）

濵　
　

陸り

く空
ち
ゃ
ん　
（
山　

寺
）

古
川　

美み
つ
き月
ち
ゃ
ん　
（
山　

中
）

町
田　

也な
り
み実
ち
ゃ
ん　
（　

西　

）

溝
口　

鉄て
っ
し
ん心
ち
ゃ
ん　
（　

西　

）

宮
﨑　

敢か
ん
た大

ち
ゃ
ん　
（
本　

町
）

宮
瀬　

豪ご
う
き生

ち
ゃ
ん　
（
茅　

屋
）

宮
脇　

芹せ
り
な奈
ち
ゃ
ん　
（
福
ノ
浦
）

山
下　

徳あ
つ
し伸
ち
ゃ
ん　
（
福
ノ
浦
）

山
下　

煌こ
う
が月

ち
ゃ
ん　
（
北
方
崎
）

山
下　

颯そ
う
し士
ち
ゃ
ん　
（
薄　

井
）

山
下　

心み
ゆ
う優

ち
ゃ
ん　
（
藤
之
元
）

【
７
０
２
４
表
彰
者
】

　

70
歳
以
上
80
歳
未
満
で
、
自
分
の

歯
を
24
本
以
上
持
っ
て
い
る
人

岩
﨑　

栄
子
さ
ん　
（
小　

浜
）

岩
下　
　

屯
さ
ん　
（
宮
之
浦
）

浦
田　

末
子
さ
ん　
（
幣　

串
）

窪　
　

國
守
さ
ん　
（
蔵
之
元
）

小
島　

行
子
さ
ん　
（
火
ノ
浦
）

佐
藤
ア
ケ
ミ
さ
ん　
（
藤
之
元
）

二
階
堂
妙
子
さ
ん　
（
蔵
之
元
）

原
野　

正
則
さ
ん　
（
川
床
中
）

福
山　

五
男
さ
ん　
（
矢　

堂
）

福
山　

夏
女
さ
ん　
（
矢　

堂
）

宮
内　

睦
子
さ
ん　
（
山
門
野
上
）

向
江　

礼
子
さ
ん　
（
広　

野
）

※
掲
載
順
は
五
十
音
順
。
掲
載
に
同

意
さ
れ
た
か
た
の
み
を
掲
載
。

↑川添健町長から賞状とメダルを受け取る６歳児

歯
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総務課
防災行政無線整備事業 6,708
企画財政課
町有施設整備基金への積立（焼却施設） 177,500
ふるさと納税報償品等 3,696
離島航路に対する運営費補助 16,749
水道課
簡易水道施設維持管理費 26,800
水産商工課
水産業振興に係る県営補助事業負担金

（水産生産基盤整備・水産物供給基盤機能保全・広域漁港整備等） 5,563

ピクニック広場改修工事 4,000
農林課
獅子島立石地区水源涵養ミニダムに係る県営事業負担金 2,450
耕地課
土地改良事業推進のための県営事業負担金 8,312
建設課
伊唐地区の急傾斜地崩壊対策事業費 15,000
公営住宅建設に係る附帯工事 3,000
薄井地区地すべり災害撤去工事 7,000
教育総務課
平成 27 年度教科書改訂に伴う指導用教科書購入 5,555

道だ
ん
だ
ん
市
場

の
駅
な
ど
の
指
定
管
理
者
を
決
定

　

平
成
26
年
第
４
回
長
島
町
議
会
定
例
会
が
、

12
月
12
日
か
ら
24
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
定
例
会
で
は
、
町
有
施
設
整
備
基
金

や
伊
唐
地
区
の
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
費
な

ど
を
盛
り
込
ん
だ
平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
１
億
６
８
５
１
万
３
千
円
追
加
）
や
長

島
町
特
産
品
直
売
施
設
ポ
テ
ト
ハ
ウ
ス
望
陽
お

よ
び
長
島
物
産
館
の
指
定
管
理
者
の
指
定
な
ど

を
含
む
19
議
案
が
可
決
。
東
保
育
園
・
園
舎
増

改
築
工
事
な
ど
に
関
す
る
請
願
２
件
、「
手
話

長島町
議会

定例会

単位：千円

人事異動
〈課長級〉

保健衛生課長
（景観推進課長）　　　　　　　　　    兒玉　修二

水産商工課長
（水産商工課技術補佐兼工務係長）　○久保　良昭

景観推進課長
（農業委員会事務局長）　　　　　　　小城　久義

総合管理課長　福祉事務所兼務
（水産商工課長）　　　　　　　　　　松田　宗之

農業委員会事務局長
（保健衛生課長）　　　　　　　　　　前田　益久

町民福祉課参事兼養護老人ホーム長生園園長
（総合管理課長　福祉事務所兼務）　　前　　香二

平 成 27 年 １ 月
　１月１日付けで、役場職員の人事異動がありまし
たので紹介します。（　）は旧職、〇は昇任です。

←指定管理者が決定した
長島物産館「道の駅黒之
瀬戸だんだん市場」

言
語
法
制
定
を
求
め
る
意
見
書
」
の
提
出
を
求

め
る
陳
情
１
件
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
平
成
25
年
度
長
島
町
決
算
が
認

定
さ
れ
、
町
総
合
運
動
公
園
調
査
特
別
委
員
会

（
川
上
勇
委
員
長
）
と
、
学
校
統
廃
合
調
査
特

別
委
員
会
（
古
田
一
博
委
員
長
）
が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
の
補
正
予
算
で
追
加
さ
れ
た
主
な
事
業

は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈課長補佐級〉
水産商工課技術補佐兼工務係長

（建設課技術補佐兼工務第一係長）　　石橋　久信
建設課技術補佐兼工務第一係長

（建設課技術補佐兼工務第二係長）　　久保　美徳
総務課主幹（総合管理課主幹）　　　  湯田　雄介

〈係長級〉
建設課工務第二係長

（建設課工務第三係長）　　　　　　　小屋　昭彦
水道課主任（水道課技師）　　　　  ○宮内也寸志

〈係員〉
総合管理課主事補　福祉事務所兼務

（町民福祉課主事補　福祉事務所兼務）石橋　誠悟

7 広報ながしま
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保育所の入所受付を開始
　町では、4 月からの保育所への入所受付を開始
します。
　入所を希望する人は、申請書を受付期間内に申
し込んで下さい。期間を過ぎても随時申請を受け
付けますが、期間中に申し込んだ場合と取り扱い
が異なります。

○入所資格

　保育所に入所できる児童は、町内に住所があり、

両親および同居の家族全員が次のいずれかに該当す

る保育の必要性がある 0 歳から就学前の児童です。

①家庭外労働（居宅外に勤務している）

　現在、育児休業中のかたで、仕事に復帰する日が

決まっている場合も受け付けます。

②居宅内で家事以外の仕事についている

③母親が出産前後である（出産前後２カ月）

④疾病・障がいなどがある

⑤親族などの介護が必要である

⑥家庭が災害などにあった

⑦求職活動中（入所日から６カ月まで）

⑧その他町長が必要と認めたとき

◎申込書配布場所および提出先
　役場町民福祉課児童福祉係　☎（86）1157［直通］
　役場総合管理課町民係　　　☎（88）5651［直通］

平成 27年度
　現在、保育所に入所している児童についても、
再度申し込みが必要になります（自宅に申請書を
送付します）。
　新規に申し込みを希望されるかたは、役場で必
要書類を受け取り下さい。 

○受付期間＝１月 13 日（火）～ 1 月 30 日（金）

※各保育所の保育士数、入所定員、入所資格の状

況による優先順位などの関係で、希望する保育所へ

入所できない場合があります。

◇保育所基本利用時間

　４月から本格的にスタートする「子ども・子育て

支援新制度」。新制度では、保育の必要性に応じ認

定証が交付され、保育所を利用できる時間も「保育

標準時間」（保育所基本利用時間 11 時間）と「保

育短時間」（同 8 時間）に分かれます。

　「保育標準時間」とは、月 120 時間の労働または、

それに相当すると町が判断したもの言います。同

様に、月 48 時間以上 120 時間未満の就労または、

それに相当すると「保育短時間」となります。

○入所定員

平尾保育園＝ 50 人、指江保育園＝ 60 人、

まこと保育園＝ 60 人、川床保育園＝ 45 人、

東保育園＝ 90 人、本浦保育園＝ 20 人、

伊唐保育園＝ 30 人

※町外の保育所入所についても受け付けます。希

望するかたは、早めに申請してください。

児童の年齢 認定区分 保育所基本利用時間

満３歳以上 ２号認定 保育標準時間

または保育短時間３歳未満 ３号認定

　

こ
れ
ま
で
、
公
的
年
金
（
遺
族
・
障
害
・
老
齢

年
金
、
遺
族
補
償
な
ど
）
を
受
給
す
る
人
は
、
児

童
扶
養
手
当
を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

平
成
26
年
12
月
以
降
は
、
年
金
額
が
児
童
扶
養

手
当
額
よ
り
低
い
か
た
を
対
象
に
、
そ
の
差
額
分

の
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

［
改
正
で
新
た
に
手
当
を
受
け
取
れ
る
か
た
］

・
孫
を
養
育
し
て
い
る
祖
父
母
な
ど
が
、
低
額
の

老
齢
年
金
を
受
給
し
て
い
る
場
合

・
父
子
家
庭
で
、
子
ど
も
が
低
額
の
遺
族
厚
生
年

金
の
み
を
受
給
し
て
い
る
場
合

・
母
子
家
庭
で
、
離
婚
後
に
父
が
死
亡
し
、
子
ど

も
が
低
額
の
遺
族
厚
生
年
金
の
み
を
受
給
し
て
い

る
場
合　

な
ど

［
新
た
に
手
当
を
受
給
す
る
た
め
の
手
続
き
］

○
申
請
窓
口

　

役
場
町
民
福
祉
課
ま
た
は
総
合
管
理
課

○
申
請
期
間

　

１
月
５
日
（
月
）
～
３
月
31
日
（
火
）

　

平
成
26
年
12
月
１
日
時
点
で
、
前
記
の
受
給
資

格
を
満
た
し
て
い
る
か
た
は
、
期
間
中
に
受
け
付

け
を
完
了
す
る
と
、
平
成
26
年
12
月
分
か
ら
の
児

童
扶
養
手
当
を
受
給
で
き
ま
す
。

　

申
請
に
必
要
な
書
類
に
は
、
発
行
に
時
間
を
要

す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
時
間
に
余
裕
を
も
っ
て

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

　

４
月
１
日
以
降
に
申
請
を
し
た
人
は
、
平
成
26

年
12
月
１
日
時
点
で
受
給
資
格
を
満
た
し
て
い
て

も
、受
付
月
の
翌
月
分
か
ら
の
支
給
に
な
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
町
民
福
祉
課　

☎（
86
）１
１
５
７［
直
通
］

児
童
扶
養
手
当
法
の
一
部
が
改
正

☆新制度
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ＴａｘＮｅｗｓ納期内納入にご協力ください

◎
所
得
税
の
確
定
申
告
は
お
早
め
に

申
告
期
間

２
月
16
日
（
月
）
～
３
月
16
日
（
月
）

　給与所得者の所得税は、毎月の給料や賞与から源泉徴収され、そ
の年の最後の給料や賞与の支払い時に行われる「年末調整」によっ
て精算されるため、大部分の給与所得者はあらためて確定申告をす
る必要はありません。しかし、下記に該当する人は確定申告をしな
ければなりません。
①給与の年収が 2 千万円を超える人
②給与所得や退職所得以外の各種所得金額（例：生命保険契約など
に基づく一時金を受け取った場合や、不動産の貸付による収入があ
る場合など）の合計が 20 万円を超える人
③２カ所以上から給与を受けている人
④給与所得者以外で昨年中の所得の合計額が基礎控除、配偶者控除、
扶養控除などの所得控除の額を超える人
⑤風水害などの災害に遭われた人
⑥多額の医療費を支払われた人
⑦マイホームを新築（購入）・増改築し、年末において金融機関に
借入金残高のある人
※⑤～⑦に該当する場合は、源泉徴収されている所得税が還付さ
れることがあります。
　申告・納付期限の３月 16 日間近になると、税務署の窓口は大変
混雑します。申告書は自分で書いて、できるだけ早めに提出してく
ださい。また、確定申告の作成に関する相談会場（税務署・役場）
に来場する際は、整理・集計を行った収入の分かる資料および経費
の領収書のほか、筆記用具、電卓、印鑑を持参ください。

▼確定申告をしなければならない人

▼公的年金の収入額が 400 万円以下の人
　公的年金にかかわる雑所得を有する人で、その年中の公的年金な
どの収入金額が 400 万円以下で、かつ、その年分の公的年金など
にかかわる雑所得以外の所得金額が 20 万円以下である場合は、そ
の年分の所得税について確定申告書を提出する必要はありません。
　しかし、医療費控除などによる所得税の還付を受けるためには申
告書を提出する必要があります。公的年金など以外の所得金額が
20 万円以下で所得税の確定申告の提出をしない場合であっても町
県民税の申告は必要です。

◎問い合わせ先
　出水税務署　☎（62）0200
　役場税務課町民税係　☎（86）1172［直通］

　平成 26 年分の所得税の確定申告は、２月 16 日（月）から３月

16 日（月）までとなっています。

　次の事項に注意して、確定申告を行いましょう。
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12
月

１
日

２
日

３
日

５
日

７
日

８
日

９
日

10
日

11
日

12
日
～
24
日

12
日

13
日

18
日

19
日

22
日

24
日

25
日

26
日

太
陽
の
里
指
定
管
理
委
員
会　
　
　
（
役
場
）

京
セ
ラ
陸
上
部
佐
藤
監
督
訪
問　
（
霧
島
市
）

総
合
運
動
公
園
整
備
検
討
委
員
会　
（
役
場
）

農
業
委
員
会
建
議
書
提
出　
　
　
　
（
役
場
）

町
村
会
理
事
会　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

長
島
フ
ェ
ス
タ　
　
　
　
（
町
総
合
体
育
館
）

子
宝
お
祝
い
金
支
給　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

人
権
の
花
閉
校
式　
　
　
　
　
　
（
田
尻
小
）

経
済
産
業
省
職
員
と
の
地
方
創
生
交
流
会

（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
本
部
会　
（
役
場
）

獅
子
島
中
学
校
県
庁
訪
問　
　
（
鹿
児
島
市
）

課
長
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

長
島
町
議
会
12
月
定
例
会　
　
　
　
（
役
場
）

町
長
相
談　
　
　
　
（
大
字
川
床
沿
岸
集
落
）

商
工
会
小
学
生
な
わ
と
び
大
会（
町
総
合
体
育
館
）

県
土
地
改
良
事
業
団
連
合
会
理
事
会
・
意
見
交
換
会

（
鹿
児
島
市
）

東
町
漁
協
水
産
振
興
意
見
交
換
会（
鹿
児
島
市
）

大
字
平
尾
交
流
会　
　
　
（
老
人
憩
い
の
家
）

東
町
漁
協
新
年
度
予
算
要
望　
　
　
（
役
場
）

建
設
新
聞
取
材　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

職
員
ア
イ
デ
ィ
ア
審
査
会　
　
　
　
（
役
場
）

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
議
会　
（
阿
久
根
市
）

課
長
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

仕
事
納
め
式　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

～シリーズ第３回～林課が教える知って得するマメ知識農

◎
問
い
合
わ
せ
先
　

　

役
場
農
林
課
農
政
係　

　

☎
（
88
）
５
６
７
０
［
直
通
］

青年就農給付金（経営開始型）

年間 150 万円　最長５年間の給付
　

町
で
は
、
新
規
就
農
者
の
確
保
・
育
成
を
進
め
る
た
め
、
経
営
が
軌
道
に
乗

る
ま
で
の
間
、
青
年
就
農
給
付
金
を
活
用
し
な
が
ら
、
後
継
者
の
農
業
技
術
の

向
上
や
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
の
習
得
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

青
年
就
農
給
付
金
は
、
農
業
経
営
者
と
し
て
必
要
な
知
識
・
経
験
を
培
い
、

５
年
後
の
経
営
発
展
農
業
者
（
認
定
農
業
者
）
を
目
指
す
人
づ
く
り
の
た
め
支

援
す
る
も
の
で
、
年
間
１
５
０
万
円
（
最
長
５
年
間
）
を
給
付
し
ま
す
。

　

町
は
、
給
付
対
象
者
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
要
件
な
ど
を
定
め
適
正
な
給

付
に
努
め
ま
す
。

［
給
付
要
件
］

　

給
付
に
は
、
次
に
示
す
要
件
を
全

て
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

○
町
内
に
居
住
し
就
農
す
る
こ
と

○
認
定
新
規
就
農
者
に
認
定
さ
れ
る

　

こ
と

○
人
・
農
地
プ
ラ
ン
に
位
置
付
け
ら

　

れ
た
中
心
経
営
体
で
あ
る
こ
と

○
原
則
45
歳
未
満
の
意
欲
あ
る
専
業

　

農
業
者
で
、
国
民
健
康
保
険
へ
加

　

入
す
る
こ
と

○
経
営
計
画
書
を
作
成
し
、
次
の
項

　

目
を
全
て
満
た
す
こ
と

　

・
農
地
を
所
有
、
ま
た
は
貸
借
権

　

を
有
す
る
こ
と

　

・
農
業
に
関
す
る
機
械
・
施
設
な

　

ど
を
所
有
ま
た
は
貸
借
す
る
こ
と

　

・
生
産
物
や
生
産
資
材
な
ど
を
本

　

人
名
義
で
出
荷
取
引
で
き
る
こ
と

　

・
生
産
物
の
売
上
や
経
費
の
収
支

　

を
、
本
人
名
義
の
通
帳
、
帳
簿
で

　

管
理
で
き
る
こ
と

　

親
元
就
農
の
場
合
で
も
、
新
規
参

入
者
並
み
の
経
営
リ
ス
ク
を
負
い
、

親
の
経
営
か
ら
独
立
し
た
部
門
経
営

を
開
始
し
た
と
き
か
ら
給
付
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
生
活
保
護
受

給
者
や
、
次
の
項
目
に
該
当
す
る
か

た
に
は
給
付
で
き
ま
せ
ん
。

　

・
雇
用
保
険
期
間
中
で
あ
る

　

・
雇
用
契
約
を
結
び
、
雇
用
保
険

　

や
社
会
保
険
へ
加
入
し
て
い
る

　

・
配
偶
者
が
社
会
保
険
で
あ
り
、

　

そ
の
扶
養
者
で
あ
る

［
給
付
金
の
中
止
や
返
還
］

　

適
正
な
就
農
を
行
っ
て
い
な
い
場

合
（
農
作
業
に
必
要
な
作
業
な
ど
を

怠
る
）
や
虚
偽
の
申
請
な
ど
を
行
っ

た
場
合
、
給
付
金
の
中
止
や
返
還
な

ど
を
求
め
ま
す
。

新
規
就
農
者
育
成
の
た
め
国
と
一
体
と
な
っ
た
支
援
策

　

町
で
は
、
現
在
19
名
の
農
業
者
が

青
年
就
農
給
付
金
事
業
の
活
用
に

よ
っ
て
、
農
業
経
営
者
と
し
て
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
本
事
業

の
活
用
と
新
規
就
農
者
の
育
成
を
図

り
ま
す
。
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牡か

き蠣
す
す
り
若
者
と
酌く

む
島
酒
場
　
　
　
　
淵
脇
　
　
護

継
ぐ
子
な
し
刺
の
鋭
き
冬
の
薔ば

ら薇
　
　
　
　
大
堂
　
早
苗

駅
頭
の
当あ

て
所ど

そ
れ
ぞ
れ
冬
帽
子
　
　
　
　
迫
口
　
君
代

法ほ

ら螺
吹
け
ば
眠
り
し
山
の
動
き
出
す
　
　
　
筑
前
　
初
市

捨
て
き
れ
ぬ
思
い
出
有
り
や
冬
の
薔
薇
　
　
二
階
堂
恵
子

語
り
た
き
こ
と
多
か
ら
む
冬
銀
河
　
　
　
　
山
嵜
加
代
子

こ
ん
な
に
も
月
明
り
溜
め
黒
の
瀬
戸
　
　
　
大
堂
　
正
弘

年
の
瀬
の
駅
に
立
ち
ゐ
て
同は
ら
か
ら胞

の
気
配
な
き
都
会
へ
戻
る

末
の
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
尾
　
和
子

咲
き
初そ

め
し
紅
の
山
茶
花
朝
明
け
の
嵐
に
散
り
て
庭
に
生

き
づ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
之
下
典
子

朝
日
差
す
樹
氷
眺
め
つ
つ
幾
曲
が
り
紫
尾
山
頂
の
初
雪
を

踏
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
山
タ
マ
エ

リ
ハ
ビ
リ
に
わ
が
通
ひ
た
る
橋
下
の
静
け
き
海
に
舟
が
行

き
交
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
濱
田
美
代
子

ひ
こ
ば
え
の
株
間
つ
つ
き
て
ゐ
し
烏
か
ら
す

猫
に
追
は
れ
て
い
っ

せ
い
に
飛
ぶ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浜
畑
　
松
枝

夕
暮
る
る
街
中
に
出
で
来
し
猪
に
車
は
た
ち
ま
ち
渋
滞
お

こ
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
元
　
睦
子

氷
雨
の
日
に
友
逝
き
ま
せ
り
わ
が
受
け
し
恩
の
数あ
ま
た多

に
手

を
合
わ
せ
を
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
尾
　
　
操

赤
焼
け
て
落
つ
る
西
日
は
有
難
し
大
雪
降
れ
る
テ
レ
ビ
見

し
後の
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
下
　
ち
江

［
短
歌
］

川
岸
に
あ
ま
た
寄
り
添
い
甲
羅
干
し
そ
を
見
る
我
も
干
さ

れ
て
暫
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
木　

良
雄

お
正
月
寒
く
成
る
な
り
身
に
凍し
み

る
年
取
る
成
れ
ば
困
る
成

る
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田　

末
則

こ
の
ご
ろ
の
大
雨
あ
ち
こ
ち
降
ら
せ
る
は
地
球
に
異
変
起

こ
り
て
い
る
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
仮
屋
辰
子

　洋服を集中的に整理する「い
る！」「いらない！」判別方法
を伝授します。 　

　連続テレビ小説「マッサン」
のモデルとなった竹鶴政孝とそ
の妻リタの人物伝です。

「
マ
ッ
サ
ン
」
と
呼
ば
れ
た
男

竹
鶴
政
孝
物
語

横
森　

美
奈
子　

著

捨
て
ら
れ
な
い
服
の
片
づ
け
マ
ジ
ッ

ク
！

旅
の
土
産
に
貰
い
し
千
鳥
饅
頭
は
食
べ
る
に
惜
し
い
千
鳥

が
一
羽　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
之
内
重
信

日
当
り
の
良
き
海
見
ゆ
る
道
路
添
い
石
蕗
は
黄
色
の
花
咲

き
揃
う　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
元　
　

司

霜
白
く
置
く
畑
に
巻
き
の
良
き
白
菜
選
び
庖
丁
入
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
村　

益
信

葉
落
し
て
簡
素
と
な
り
し
柿
の
木
が
柿
の
木
揺
ら
す
風
引

き
寄
せ
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

義
彦

み
ず
か
ら
の
重
み
に
鯉
の
沈
み
ゆ
く
冬
日
の
届
く
池
の
底

い
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
塚　

洋
子

掃
き
寄
す
る
落
葉
の
下
に
埋
も
れ
て
椿
の
赤
は
色
失
せ
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
原
百
合
子

も
し
か
し
て
明
日
目
覚
め
ぬ
こ
と
あ
ら
む
思
い
て
い
つ
も

の
よ
う
に
眠
に
つ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
下　
　

学

夕
明
か
り
に
西
の
小
窓
明
る
み
て
一
日
の
名
残
老
身
に
感

じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
下
　
房
代

戦
死
せ
し
父
の
報
に
て
石
叩
き
亡
母
は
泣
き
し
と
ふ
夫
は

五
歳
に
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
樫
平
　
頼
子
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農
林
水
産
省
で
は
「
２
０
１
５

年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
」
を
、
２
月

１
日
現
在
で
実
施
し
ま
す
。
こ
の

調
査
は
、
我
が
国
の
農
林
業
・
農

山
村
地
域
の
実
態
を
明
ら
か
に
す

る
最
も
基
本
的
な
調
査
で
す
。
全

国
の
全
て
の
農
林
業
関
係
者
を
対

象
に
行
わ
れ
る
「
農
林
業
の
国
勢

調
査
」
で
す
。
調
査
員
が
関
係
者

の
お
宅
を
訪
問
し
ま
す
の
で
、
経

営
状
況
な
ど
の
調
査
票
へ
の
記
入

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
調
査
日

　

１
月
中
旬
、
調
査
員
が
訪
問
し

　

ま
す
。

○
調
査
対
象

　

町
内
に
住
む
農
林
業
関
係
者

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
統
計
課
農
林
統
計
係

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
４
７
３

　

役
場
企
画
財
政
課
広
報
統
計
係

　

☎
（
86
）
１
１
３
４
［
直
通
］

自
衛
官
候
補
生
募
集

　

自
衛
隊
で
は
、
第
３
次
自
衛
官

候
補
生
を
募
集
し
ま
す
。

○
募
集
種
目

　

自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）

○
募
集
人
員
＝
数
十
名

○
応
募
資
格

　

平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
で
、

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
日
本
国
籍

を
有
し
て
い
る
健
全
な
者

○
受
付
期
間

　

１
月
７
日（
水
）～
２
月
４
日（
水
）

○
試
験
日

　

２
月
11
日（
水
）ま
た
は
12
日（
木
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
鹿
児
島
地
方
協
力
本
部

　

薩
摩
川
内
出
張
所

　

☎
０
９
９
６
（
22
）
２
４
０
１

県
営
住
宅
空
き
家
待
ち
順
位

登
録
募
集

　

鹿
児
島
県
で
は
、
年
１
回
の
定

期
募
集
に
よ
る
入
居
希
望
者
の
空

き
家
待
ち
順
位
を
明
確
に
す
る
た

め
、
次
の
と
お
り
入
居
希
望
者
を

募
集
し
ま
す
。

○
物
件

　

県
営
寺
山
団
地
ほ
か
７
団
地

　
（
出
水
市
・
阿
久
根
市
分
）

○
申
込
書
の
配
布
・
受
付

　

２
月
２
日
（
月
）
～
23
日
（
月
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　
（
土
・
日
・
祝
祭
日
を
除
く
）

○
抽
選
日
時

　

３
月
５
日
（
木
）
午
後
２
時

○
抽
選
場
所

　

県
北
薩
地
域
振
興
局
出
水
庁
舎

◎
配
布
場
所
お
よ
び
問
い
合
せ
先

　

県
営
住
宅
指
定
管
理
者

　
（
株
）
南
日
ホ
ー
ム
出
水
支
所

　

☎
（
63
）
７
０
５
６

に
せ
税
理
士
に
注
意
！

　

税
理
士
で
な
い
人
が
、
税
務
代

理
、
税
務
処
理
の
作
成
お
よ
び
税

務
相
談
の
税
理
士
業
務
を
行
う
こ

と
は
、
税
理
士
法
で
禁
じ
ら
れ
て

い
ま
す
。
所
得
税
や
復
興
特
別
所

得
税
、
消
費
税
、
地
方
消
費
税
の

確
定
申
告
書
や
決
算
書
な
ど
の
税

務
書
類
の
作
成
や
税
務
相
談
を
依

頼
す
る
場
合
は
、
税
理
士
で
あ

る
こ
と
を
確
認
し
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
税
理
士
は
「
税
理
士
証

票
」
を
携
行
し
、「
税
理
士
会
員

章
」（
バ
ッ
ジ
）
を
着
け
て
い
ま

す
。
に
せ
税
理
士
に
相
談
す
る
こ

と
は
、
不
測
の
損
害
を
与
え
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
税
務
署

　

☎
（
62
）
０
２
０
０

　　

南
九
州
税
理
士
会
出
水
支
部
で

は
、
確
定
申
告
に
関
す
る
無
料
相

談
を
行
い
ま
す
。

○
実
施
時
期

　

２
月
２
日
（
月
）
～
27
日
（
金
）

　
（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

○
場
所

　

南
九
州
税
理
士
会
出
水
支
部
の

各
会
員
事
務
所

○
相
談
内
容

　

個
人
の
所
得
税
や
消
費
税
に
関

す
る
相
談

※
相
談
を
希
望
す
る
税
理
士
事
務

所
に
必
ず
電
話
な
ど
で
相
談
日
時

の
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
報
酬

　

申
告
に
関
す
る
相
談
（
30
分
程

度
）
は
無
料
。
具
体
的
に
申
告
書

作
成
を
依
頼
す
る
場
合
は
有
料
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
税
務
課

　

☎
（
86
）
１
１
７
２
［
直
通
］

放
送
大
学
４
月
入
学
生
募
集

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
27
年
度

第
１
学
期
（
４
月
入
学
）
の
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
放
送
大
学

は
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
学
ぶ
通
信

確
定
申
告
無
料
相
談

農
林
業
の
国
勢
調
査
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制
の
大
学
で
す
。
心
理
学
や
、
福

祉
、
経
済
、
歴
史
、
文
学
、
自
然

科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学
べ

ま
す
。
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学

を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み

た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で

幅
広
い
世
代
、
職
業
の
か
た
が
学

ん
で
い
ま
す
。

○
出
願
期
間

　

３
月
20
日
（
金
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

放
送
大
学
鹿
児
島
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９
（
２
３
９
）
３
８
１
１

鹿
児
島
で
世
界
を
語
ろ
う

　

公
益
財
団
法
人
鹿
児
島
県
国
際

交
流
協
会
で
は
、
外
国
の
か
た
の

言
葉
に
耳
を
傾
け
、
今
後
の
国
際

理
解
・
国
際
交
流
の
推
進
に
役
立

て
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
「
～
鹿

児
島
で
世
界
を
語
ろ
う
～
第
20
回

外
国
人
に
よ
る
日
本
語
ス
ピ
ー
チ

コ
ン
テ
ス
ト
」
を
次
の
と
お
り
実

施
し
ま
す
。

○
日
時

　

１
月
24
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
10
分

○
場
所

　

か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　

※
会
場
周
辺
は
混
雑
が
予
想
さ

福
祉
の
職
場
就
職
面
談
会
を

開
催

れ
ま
す
。
公
共
交
通
機
関
な
ど
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

公
益
財
団
法
人
鹿
児
島
県
国
際
交
流
協
会

　

☎
０
９
９
（
２
２
１
）
６
６
２
０

鹿
児
島
国
体
の
愛
称
・
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
募
集

　

平
成
32
年
に
鹿
児
島
県
で
開

催
さ
れ
る
第
75
回
国
民
体
育
大

会
「
鹿
児
島
国
体
」
の
愛
称
と
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

○
募
集
期
限

　

2
月
23
日
（
月
）

○
募
集
作
品

［
愛
称
］

　

鹿
児
島
国
体
の
名
前
・
呼
び
名

［
ス
ロ
ー
ガ
ン
］

　

鹿
児
島
国
体
の
趣
旨
や
目
的
、

鹿
児
島
国
体
に
向
け
た
思
い
を
印

象
づ
け
る
言
葉
・
キ
ャ
ッ
チ
コ

ピ
ー

○
賞
・
賞
金

［
最
優
秀
賞
（
各
1
作
品
）］

　

賞
状
、
賞
金
5
万
円
、
記
念
品

［
優
秀
賞
（
各
3
作
品
）］

　

賞
状
、
賞
金
1
万
円
、
記
念
品

○
応
募
方
法

　

は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
（
専
用
応
募
フ
ォ
ー
ム
） 

※
詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

第
75
回
国
民
体
育
大
会
鹿
児
島

　

県
準
備
委
員
会
事
務
局

　
（
県
庁
国
体
準
備
課
内
）

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
８
６
５

暖
房
機
器
の
事
故
に
注
意

　

暖
房
機
器
に
よ
る
事
故
が
毎
年

発
生
し
て
い
ま
す
。
使
用
方
法
に

気
を
つ
け
、
長
年
使
用
し
て
い
る

も
の
は
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
石
油
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
、
ガ
ス

フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー

・
十
分
に
換
気
を
す
る
こ
と
。

・
温
風
の
吹
き
出
し
口
や
火
の
そ

ば
に
ス
プ
レ
ー
缶
を
置
い
た
り
、

使
用
し
た
り
し
な
い
こ
と
。

○
電
気
カ
ー
ペ
ッ
ト
、
こ
た
つ

・
就
寝
用
の
暖
房
器
具
と
し
て
使

用
し
な
い
こ
と
。

・
体
の
同
じ
場
所
が
長
時
間
触
れ

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

・
コ
ー
ド
の
断
線
な
ど
が
な
い
か

確
認
す
る
こ
と
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９
（
２
２
４
）
０
９
９
９

　　

福
祉
な
ど
職
場
へ
の
就
職
を
希

望
す
る
か
た
や
、
今
春
大
学
な
ど

を
卒
業
見
込
の
人
を
対
象
に
「
福

祉
の
職
場
就
職
面
談
会
」
を
開
催

し
ま
す
。

○
日
時

　

2
月
3
日
（
火
）

　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

○
場
所

　

鹿
児
島
サ
ン
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

　
（
鹿
児
島
市
与
次
郎
）

○
内
容

①
就
職
面
談
会　

　

仕
事
内
容
、
採
用
条
件
な
ど
に

つ
い
て
の
個
別
面
談
（
介
護
職

員
・
相
談
援
助
職
・
栄
養
調
理
職
・

看
護
師
・
理
学
療
法
士
・
作
業
療

法
士
・
保
育
士
・
事
務
職
員
な
ど
）

②
求
職
登
録
受
付
・
情
報
提
供
・

各
種
相
談
コ
ー
ナ
ー

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
社
会
福
祉
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
８
２
４

　

県
社
会
福
祉
協
議
会

　

福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー　

　

☎
０
９
９
（
２
５
８
）
７
８
８
８
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★地域の行事や身近な話題、耳寄りな情報をお待ちしています!
広報誌への問い合わせ、取材依頼は…　役場企画財政課広報統計係
　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎（86）1134［直通］

長島フェスタにぎわう

気な町長島を実感元
　12 月７日、本町の年を締めくくる年内最後のイベ
ント、平成 26 年度長島フェスタ（産業・福祉・健康
祭り）が、町総合町民体育館でありました。
　長島中学校吹奏楽部による演奏で幕を開けると、山
口正成実行委員長が「町民を対象とした、福祉にも熱
を注ぐ長島らしい祭り。一日有意義に楽しんで」とあ
いさつすると、川添健町長は「町民の元気のおかげで、
バレイショやブリの単価が持ち直しつつある。これか
らも健康や福祉の充実に力を注ぎたい」と話しました。
　来場者らは、町内産黒毛和牛肉の試食や販売などを
堪能したほか、健康相談や福祉機器の展示コーナーで
は実際に機器を試すなどして祭りを楽しみました。
　祭りの最後には、餅投げに多くの来場者が参加し、
我先にと餅を拾い集めました。

　田尻小学校（西田佳代子校長）で、人権の花運
動が、12 月９日、閉会式を迎えました。
　活動は、人権の花であるヒマワリを育てること
で日常的に人権意識を持つことを目的にしていま
す。同校では、ヒマワリの種まきや水かけ、草取
りなどをして、栽培活動を続けてきました。
　川添健町長や地域の人権擁護委員らが出席した
式では、各学年で考えた人権標語の発表があった
ほか、４年生の平薮聡汰君が代表し「活動を通じ
て多くのことを学んだ。これからも友だちと仲良
くして、ヒマワリのように明るく過ごしたい」と
話しました。

NPO法人から苗木贈呈

観づくりに役立てて景
　12 月９日、地球温暖化防止活動などに取り組
む特定非営利活動（NPO）法人 HowTo21Club（吉
井秀之理事長＝出水市）からシマトネリコの苗木
20 本が贈呈されました。
　家庭から出る食用廃油のリサイクル運動などに
携わる同法人の活動の一環で、吉井理事長は「長
島町の景観づくりに、少しでも協力できれば」と
あいさつしました。
　シマトネリコは、沖縄などが原産の常緑広葉樹
で、６～７月に花を咲かせます。

田尻小で人権の花運動閉会式

がる人権の輪広

↑川添健町長に目録を手渡す吉井理事長（中央）ら

↑人権標語を発表する児童ら

↑多くの来場者でにぎ
わう会場内

←人だかりができた町
職員による肥料づくり
講習
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記録に挑戦！

わとび大会でハッスルな
　第４回長島町商工会小学生なわとび大会が、12 月
13 日、町総合町民体育館であり、町内の小学生 176
人が、持久跳びやあや跳び、８の字跳びなどに挑戦し
ました。大会結果は次のとおりです。（１位のみ掲載）
○持久跳び　［１年］濵村　哲昇（鷹巣）（７分 55 秒）
　　　　　　［２年］川添美々夏（鷹巣）（５分 46 秒）
　　　　　　［３年］竹山　季杏（鷹巣）（16 分 45 秒）
　　　　　　［４年］堀元　彩暉（鷹巣）（20 分０秒）
　　　　　　［５年］牧　圭一郎（鷹巣）（20 分０秒）
　　　　　　［６年］長元　美海（鷹巣）（12 分 34 秒）
○あや跳び　［低学年］浦　夏樹（川床）（47 回）
　　　　　　［中学年］中浦　香羽（獅子島）（83 回）
　　　　　　［高学年］出水　凛（鷹巣）（167 回）
○二重跳び　［低・中学年］中村　和（平尾）（103 回）
　　　　　　［高学年］小川　航平（平尾）（200 回）
○後ろ跳び　［低学年］肥田　美咲（獅子島）（３分 22 秒）
　　　　　　［中学年］池上　翔也（本浦）（３分８秒）
　　　　　　［高学年］植元　武蔵（本浦）（４分 20 秒）
○８の字跳び　平尾小学校（358 回）

功績をたたえ

通安全表彰に大迫政喜さん交
　阿久根地区交通安全協会（浜健男会長）長島西
支部副支部長を務める大迫政喜さん（犬鹿倉）が、
全日本交通安全協会から表彰され、緑十字銅賞を
受賞しました。
　交通安全運動期間中、平尾地区において児童や
高齢者が安心して通行できるよう、街頭で指導し
続けていることなどがたたえられました。
　大迫さんは「大変名誉な受賞で嬉しい。長島町
において交通事故が１件でも減少するようこれか
らも交通安全活動に尽力していきたい」と笑顔で
話しました。

獅子島中学校が社会科見学

藤知事と語る貴重な体験伊
　12 月 10 日、獅子島中学校（日髙好治校長）の
１、２年生７人が、鹿児島県庁を訪れました。
　７人は、社会科見学の一環で県庁を見学。知事
室では、伊藤祐一郎知事と、離島での生活や学校
での様子を話しました。
　伊藤知事は生徒一人ひとりに「将来は何になり
たい？授業は楽しい？」などと質問。「獅子島は
魚が美味しいよね」と声をかけられると、緊張し
ていた生徒らも、自然と顔がほころびました。
　最後には知事と一緒に記念撮影をし、貴重な体
験に喜んでいました。

↑表彰を受けた大迫さん（右）と浜会長

↑伊藤知事と記念撮影する獅子島中学校の生徒

↑持久跳びに挑戦した児童
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青壮年部から施設へ

精こめたブリ美味しく味わって丹
　東町漁業協同組合青壮年部（須嵜隆文部長）による
ブリの贈呈が、12 月 16 日、ありました。
　これは、同部員らが丹精込めて育てた、かごしまの
さかなに認定されている養殖ブリ「鰤王」を、町内の
福祉施設などに入所する人たちにも食べてもらうこと
を目的に贈呈する年末恒例の活動です。
　この日は、「桃源郷」「スマイル園」「さざ波」「長生
園」「あかね園」の５施設を、須嵜部長が訪問。
　さざ波では利用者らに出迎えられ、須嵜部長が「丹
精込めたブリです。お正月に皆さんで召し上がってく
ださい。いつまでも長生きしてお元気で」とあいさつ
し、利用者代表へ手渡しました。
　同施設の園田哲也施設長は「利用者はみんなブリが
大好きで、大変ありがたい。毎年のことながら、非常
に感謝している」と笑顔で話しました。

　12 月 11 日、阿久根地区交通安全協会長島東支
部（石橋親信支部長）は、町内の交通安全を祈願
して、町内を走るドライバーへ事故防止を訴えま
した。
　この取り組みは、12 月 10 日から１月 10 日の
期間中行われる「年末年始の交通事故防止運動」
の一環。この日は、赤崎橋パーキングパークで交
通祈願の黙とうをささげた後、同会員らが１台ず
つ、交通ルールとマナーを呼びかけ、信号にちな
んだ「赤、青、黄」色の三色餅を配りました。

PTA 活動の様子を発表

の視線で教育を学ぶ親
　11 月 29 日、鹿児島県 PTA 活動研究委嘱公開
が町文化ホールであり、北薩地区５市町の PTA
会員など約 500 人が、研究発表や協議を行いま
した。
　会では、川床小学校、獅子島幼小中学校の PTA
役員が町の代表として日頃の活動の様子を発表。
参加者からの質疑などに応えながら、会員相互が
学び合い、交流を深めました。
　会が終わると大分県の観光特使・矢野大和さん
による「笑って元気ふるさとを想う心」と題した
講演があり、ユーモアあふれる話に、来場者が聞
き入っていました。

年末年始の交通安全防止運動

全願い三色餅を配布安

↑活動の様子を発表した PTA 役員ら

↑ドライバーへ餅を配布する支部員

↑須嵜部長からブリが手渡され笑顔の施設利用者（さざ波）
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公共ホール音楽活性化事業

ルートの音色に酔いしれるフ
　12 月 11 日から 13 日にかけて、公共ホール音楽活
性化事業がありました。
　この事業は、新進演奏家を公共ホールに派遣し、企
画・制作能力を高めるための研修機会を提供すること
で、地域文化の活性化を図ることを目的としています。
　11 日、12 日には町内の４小・中学校で、フルート
奏者の森岡有裕子さんとピアノ奏者の桑原花子さん
が、フルートの歴史学習や演奏体験を実施。演奏体験
では、子どもたちがフルートとピアノの演奏に合わせ、
合唱などを楽しみました。
　13 日には、町文化ホールでフルートコンサートを
開催し、町内外から来場した約 230 人が鑑賞に訪れ、
華麗なフルートとピアノの調べに酔いしれました。
　獅子島中学校２年の島田梨於那さんは「初めてフ
ルートを間近で見た。演奏は迫力があって驚いたけど、
きれいな音色ですごく感動した」と目を輝かせました。

社会福祉協議会が寄贈

朽化したベンチを交換老
　赤い羽根共同募金を還元し、配当金を地域に役
立てることを目的に、社会福祉協議会（早﨑九洲
男会長）が、12 月４日、町内のバス停にベンチ
を寄贈しました。
　今回交換や設置をしたのは、老朽化していた鷹
巣診療所前や、平尾車庫前、蔵之元、汐見など７
つのバス停。
　設置した同協議会の久保慎也さんは「この活動
は、町民の皆さんの協力あってこそ。バスを待つ
ときなど、使ってほしい」と話しました。

平成 26年度手話講座閉講式

んだ手話であいさつ学
　12 月 17 日、平成 26 年度手話講座閉講式があ
りました。
　式では、受講生に修了証書と、記念品が贈呈さ
れました。講師の牧実夫さんが「この半年間で、
みんな手話がとても上手になった。講座で学んだ
手話を忘れずに、社会で生かしてほしい」と手話
を使って話しました。
　受講生らは講座の締めくくりとして一人ひと
り、手話を使ってあいさつ。多くの受講生が「こ
れからも手話を使ってコミュニケーションを図り
たい。講座が終わるのが残念。またの機会があれ
ば参加したい」と学んだ手話で発表しました。

↑ベンチを設置する社会福祉協議会職員の久保さん

↑講師の牧さん（前列右から４人目）と受講生ら

↑コンサートでは、フ
ルートとピアノの音色
が響き渡る

←演奏に合わせ合唱す
る児童ら（蔵之元小）
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↑色鮮やかな花を咲かせるパンジー
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理
し
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す
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パ
ン
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」

　

花
が
咲
い
た
後
、
種
が
で
き
れ
ば
株
が

弱
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
花
が
ら
は
こ

ま
め
に
摘
み
ま
し
ょ
う
。　
　
　

　

５
月
ご
ろ
ま
で
は
、
次
々
に
花
を
咲
か

せ
る
花
期
の
長
い
花
で
す
。
皆
さ
ん
も
挑

戦
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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↑沿岸部に張られたアオサ網（諸浦地区にて）
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月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午）

２０１５２

１３ １４８ １２

２０ ２１１５ １８ １９

２７ ２８２２ ２３ ２５ ２６

１７

１０９

２４

１６

１ ２ ３ ４ ７５ ６

１１

３/1 ３/6３/5３/4３/3３/2 ３/7

○飯尾医院 88-5040
○福元医院 67-3200
○荘記念病院 82-3113
○しみずこども医院 68-0633
○黒木胃腸科外科医院 75-0200
○おてき歯科医院 63-0393
□ハート薬局 79-3877
□しもずる薬局 64-2211
□すくすく薬局 72-5010
□脇本調剤薬局 75-2215
◇しみずこども医院 68-0633

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎ラッコ教室
◎からだスッキリ教室
（町保健福祉センター）
■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

◎乳児健診
（町保健福祉センター）
■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

○平尾診療所 88-2595
○こどもクリニック永松64-1500
○しもぞのクリニック 63-8300
○いまむらクリニック 73-1700
○あくね歯科医院 72-0556
□かしま薬局 63-3970
□ D・ML五万石薬局 63-8800
□市民調剤薬局 68-0150
◇こどもクリニック永松64-1500

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

建国記念の日

○長島クリニック88-6405
○出水病院 62-0419
○整形外科ばばぐちクリニック64-8260
○門松医院 64-6100
○塩山歯科医院 62-2634
□フタヤ薬局 67-5253
□ゆうゆう薬局 73-2907
□しおかぜ薬局 88-6011

◎母子相談
（町保健福祉センター）
■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

○鷹巣診療所 86-0054
○出水眼科 62-8350
○境田医院 67-2600
○山田クリニック 72-0420
○北園歯科医院 64-2151
□クレモア薬局 63-5401
□エンジェル薬局 65-7637
□よつば薬局 79-4331
□長島調剤薬局 64-5555
◇出水総合医療センター67-1611

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

◎ラッコ教室
（町保健福祉センター）
■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

◎１歳６カ月児健診
（町保健福祉センター）
■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油（獅子島）

○飯尾医院 88-5040
○キッズクリニック 63-7707
○福永内科循環器科 62-7707
○北国医院 72-0016
○楠元内科医院（歯科）79-3351
□さくら薬局 63-7700
□かりん薬局 64-1400
□上野薬局 72-1016
◇キッズクリニック 63-7707

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎からだスッキリ教室
（町保健福祉センター）
■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
■びん・有害（獅子島）

◎幼児歯科健診
（町保健福祉センター）
■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

●２月 11日は建国記念の日です。
　建国記念の日は「建国をしのび、国を愛する心を養う」ことを趣旨として
います。この日は、記紀によると紀元前 660 年、神武天皇が即位したとさ
れている日です。

祝日には、国旗を掲げましょう！


